
ハシ・メンテナンス  

(大学生を対象とした橋梁メンテナンス活動) 

開催結果報告書 

令和４年１１月２７日・１２月３日 

ＮＰＯ法人 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会 

(SLIM Japan) 



主催：NPO法人 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会（SLIM Japan） 西日本支部
〒730-0017 広島県広島市中区鉄砲町8番18号広島日生みどりビル7F
㈱アイ・エス・エス気付 TEL : 082-222-0570（担当：吉岡）E-mail：west@slim-japan.org

集合場所：安田女子大学

点検・清掃場所：相田橋 ( 1 1 / 2 7 ) 安東横断歩道橋 ( 1 2 / 3 )

( 広 島 市安佐南区安東＿ アス ト ラ ム ラ イ ン安東駅付近 )

2022.11.27 (Sun)  10:00 15:00
2022.12.03 (S a t)  10:00 15:00

時間 内容

10：00
10：45

事前学習
(橋の老朽化と の重要性)

10：45
12：00

橋梁点検
(日本大学考案の で点検)

13：00
14：30

清掃メンテナンス活動
(排水桝や高欄等の清掃 )

14：30
15：00 活動のまとめ

ハシ
メンテナンス

w/安田女子大学

安 田 女 子 大 学 の 学 生 と 一 緒 に
橋 の 清 掃 メ ン テ ナ ン ス と 簡 易 点 検 活 動 を 行 い ま す

安東駅アストラムライン上安駅

【集合場所】
安田女子大学

安川

【清掃・点検場所】
安東横断歩道橋

協力：株式会社 アイ・エス・エス（ISS）

【清掃・点検場所】
相田橋



＜目的＞ 

学生に橋梁の現状やインフラメンテナンスの重要性について学んでもらい、興味関心を持ってもらう。

橋梁の清掃や点検を行うことで、日頃無意識に使っている身近なインフラの大切さに気づくきっかけに

したい。そして地域社会との関係を築き、地域の人々との対話を通じて社会課題を認識し、その解決に

向け共に活動することにより、地域社会からの信頼を得ることを目的とする。 

＜概要＞ 

開催日時      ： (1 日目)令和 4年 11 月 27 日(日) 10：00～16：00 

                 (2 日目)令和 4年 12 月 3 日(土) 10：00～16：00 

開催場所      ： (事前学習・活動のまとめ) 

安田女子大学 

(点検・清掃) 

1 日目・・・相田橋          

2 日目・・・安東横断歩道橋  

主  催      ： ＮＰＯ法人 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会 

協  力      ： 株式会社 アイ・エス・エス 

＜スケジュール＞ 

１．事前学習    (10：00～10：45) 

２．橋梁点検    (10：45～12：00) 

３．橋梁清掃    (13：00～14：30) 

４．活動のまとめ (14：30～15：00) 

＜参加者＞ 

学科 1 日目 2 日目 

国際観光ビジネス学科 1 人 3 人      

ビジネス心理学科 1 人 ―       

日本文学科 2 人 1 人           

生活デザイン学科 3 人 3 人           

児童教育学科 ― 2 人           

看護学科 ― 1 人           

合計 7 人 10 人           



＜事前学習＞ 

◆「日本の橋梁とメンテナンス」 

橋梁の老朽化の現状やメンテナンスの重要性についての講義を行いました。 

◆ 点検方法について 

橋梁チェックシートを使った点検方法だけでなく、橋梁の部材名称とその役割、簡易橋梁点検活動記録の作

成方法について説明しました。 



＜橋梁点検＞ 

▲1日目(相田橋) 

 タイルの剥がれや高欄の欠損などが見つかりました。 

▲2日目(安東横断歩道橋) 

 広範囲にわたる塗装の剥がれや錆、階段の滑り止めの浮きなどが見つかりました。 



＜橋梁清掃＞ 

▲2日目(安東横断歩道橋) 

 剥がれた舗装が砂状になり、橋の隅や排水桝に溜まっている状態でしたが、ほとんど除去することが出

来ました。 

▲1日目(相田橋) 

 地覆と舗装の間に生えた雑草の除去や排水桝に溜まった泥の撤去をしました。 



＜活動のまとめ＞ 

▲最後に橋梁点検チェックシートを使って点検した結果や点検した箇所を撮影した写真を「簡易橋梁点検

活動記録」にまとめてもらいました。 

。 

▲学生さんに作成してもらった簡易橋梁点検活動記録の抜粋 

 (左：1日目(相田橋) 右：2日目(安東横断歩道橋)) 

今回の橋梁点検によって見つかった損傷箇所については橋を管理している広島市へ報告する予定です 


